
保存版

□高学年は登校リーダーとして下
級生に優しく声をかけながら、
安全を守って登校する。

□昇降口は朝７時４５分に開く。
交通ルールをしっかり守り、朝
７時５５分までには登校する。

□学校は８時に始まる。
□名札は、登下校・学校内でもつ

ける。（登下校は名札を裏返し
にする）

□持ち物は予定ファイルで確認する。

□必要な物だけを持ってくる。

持ち物には、必ず名前を書く。

□朝登校したら、体育などの活動に

合わせて着替える。

□そうじは基本的に私服で行うが、

私服は季節に合っていて、活動し

やすいものとする。(体操服でも

よい)

□髪の毛が長い場合は、安全で活動

しやすいように束ねる。

□「おはよう」「ありがとう」
「こんにちは」「さような
ら」「ごめんなさい」などの
あいさつや、気持ちのよい返
事をすすんでする。

□「～さん」をつけて友達を呼
ぶ。

□「ぽかぽか言葉」を増やし、
「ちくちく言葉」をなくす。

□友達のものを勝手にさわらな
い。

□廊下や階段では走らずに、右側
を静かに歩く。

□特別教室へは、クラスごと並ん
で話をしないで移動する。

□青空広場・ベランダには子ども
だけで立ち入りはしない。

□昇降口からは飛び出さず、まわ
りに気を付けて運動場に行く。

□投てき板より西側の斜面には入
らない。

□運動場の北側の斜面やアスレ
チック・遊具のある場所
では、走る遊びはしない。

□身の回りを清潔にし、手を洗い、白
衣、帽子、マスクを着用する。

□給食当番は担任の健康チェックを受け
る。

□準備は静かに手際よく行う。
□食事はできるだけ残さず食べる。
□子ども同士で食品のやり取りはしない。
□食器類は丁寧にそろえて片付ける。
□牛乳パックは最後まで広げ、洗って干
す。（ベランダには干さない）

□給食で使う箸は、毎日持ち帰って洗い、
清潔なものを使う。（箸を忘れた
ら、割りばしを使う。）

□登校前の健康観察を必ず行い、気にな
ることがある場合は、連絡帳で知らせ
てください。

□学校感染症に罹った場合は感染予防の
ため出席停止になります。治癒して再
登校する場合は、「登校証明書」又は、

「罹患証明書」が必要となります。
□学校管理下で病院受診が必要な怪我を
した場合には災害給付対象になります。
※登下校時の怪我等は学校に連絡して
ください。

□学校の下着を利用した場合は、未使用

の物を返却してください。

【各教科で使うノート】

（国語）

□１年 15mm方眼 □２年 12㎜方眼

□３年 10mm方眼 □４～６年 8mm方眼

（算数）

□１年15mm方眼 □２～６年10㎜方眼

（社会）

□３・４年 横けいせん

□５・６年 8mm方眼

（理科）

□３年 10㎜方眼

□４～６年 8㎜方眼

★課題は青、まとめは赤で囲む。

★上記は基本形とし、その学年に合った

ノートを使う。

□毎日学習する習慣を身に付
ける。

□各学年で決まっている学習
時間以上取り組む。
1年20分、2年30分、3年40分
4年50分、5年60分、6年70分

□学校から出された課題の他
に、自分で決めた自主学習
に取り組む。

□図書館で本を借りて、家庭
でも読書をする。

□相手に伝わる話し方、相手
の思いを理解できる聴き方
をする。

□みんなの方を向いて話す。
□友達の意見と比べながら、
意見の繋がりを意識して根
拠や例を挙げて話す。

□うなずきながら聴く。
□分かろうとして聴く。
□自分の意見と比べながら、
反応したり、質問したりし
ながら聴く。

□間違えた問題をそのままに
せず、やり直しをすること
で、学習の定着を図る。

□プリント類は、問題を解いた
後、すぐに丸付けをする。

□間違えた問題の答えは消さな
いで、赤色、青色鉛筆を使っ
て直す。

□テスト類は、直したものをテ
ストファイルなどに綴って持
ち帰り、家の人のサインを
もらう。

□バランスのよい朝食に心掛
ける。

□大人のいない家にはあがら
ない。

□4時30分（冬は4時）には家
に向かう。

□遅くても夜９時くらいには
寝る習慣をつける。
（各学年で決める）

□登下校は決められた
コースを歩く。

□道路での歩行、自転車
走行に注意する。

□自転車は４年生で交通
教室を受け、保護者の
承諾を得てから乗る。
ヘルメットをしっかり
とかぶる。

□夜９時以降は、インターネットを
利用しない。

(オンラインゲームも含む）
□指定された日は、テレビ、ゲーム、

携帯電話等をできるだけ使わない。
（見ない、触れない）

□外に出て元気よく遊んだり、読書
したり、お家の人とお話をしたり
することを増やす。

□家族とテレビ・ゲーム・携帯電話
等に関するルールをしっかりつ
くる。

□地区の行事やPTA活動に積極
的に参加することが、子ど
もたちを支えることにつな
がります。
～主な活動～
・旗振り当番
・ふれあい奉仕作業
・資源回収
・地域のイベント など

□連絡は、コロナ禍の中では、兄弟がい
る場合は連絡帳、それ以外は電話で伝
えてください。

□登校が８時を過ぎる場合は、正面玄関
まで家の人が連れてきてください。

□インフルエンザ等による病院での診察
結果については、その日の夕方までに
再度連絡をお願いします。

□家の都合で予め欠席する予定がある場
合、前日までに連絡してください。

□ライデンスクール・マチコ
ミ等の受信がいつでもでき
るようにしてください。

□アドレス等の登録情報変更
は、基本的には各家庭で対
応をお願いします。

□ID・パスワードを忘れない
ようにしてください。

【筆箱の中身】
□削った鉛筆５・６本

（Ｂか２Ｂ）
□赤青鉛筆１本
□消しゴム(ノック式は不可)
□15㎝くらいの定規(折り畳
みは不可)

□油性ネームペン

□鉛筆キャップや筆箱に飾りを付
けない。

□必要ないものは入れない。
□ものには名前を書く。

住所：富⼠市富⼠⾒台１−１２
電話：0545‐21‐4518

080‐3758‐6032
080‐4204‐2575
080‐4087‐9987

富⼠⾒台⼩学校ホームページアドレスwww2.city.fuji.shizuoka.jp/~p‐fujimidai/index.html 

【道具箱＆チェアカバー】
（全学年共通）
□はさみ□のり□クーピー
□セロハンテープ□赤白帽
□クレパス□カスタネット
□明るい声で□図工シート
(２年生～)□30㎝ものさし

□三角定規
(３年生～)□コンパス
(４年生～)□分度器

【辞書バッグ】国語辞典
(２年生～)

学校からの
発信専⽤
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